
 

 

 
平成２３年５月２７日 

各  位 
株 式 会 社 雪 国 ま い た け                     
代 表 取 締 役 社 長           大 平 喜 信          
（コード番号 １ ３ ７ ８       東証第２部） 

                          問合せ先 取締役兼執行役員 
                               管 理 本 部 長   山 本  忠 義 

（ＴＥＬ．０２５－７７８－０１１１              ） 
 

中期経営計画修正に関するお知らせ 
 
 当社は、平成22年2月17日に発表しました「雪国まいたけグループ中期経営計画（2010年度－2012年度）」

を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１． 修正の理由 
   当社グループは、国内で培った「技術力」「マーケティング力」「ブランド力」を結集し、更なる成長を目指

し、新たなビジネスモデルの構築とグローバルな事業展開に挑戦すべく、2010年度から2012年度までの３年

間を対象期間とする中期経営計画を策定し、目標達成に向けて取り組んでまいりました。しかしながら、2011
年3月期の実績及び東日本大震災がもたらした甚大な影響やそれに伴う消費マインドの冷え込み等の諸事情を

勘案しました結果、2011年度及び2012年度の計画値を修正すべきとの判断にいたりました。 
 
２． 連結業績目標の修正 
   当社グループは、以下の基本戦略に基づき、雪国まいたけグループの企業価値を高めてまいります。 
   
【基本戦略】 

  ①きのこ市場のシェアアップ 
   お客様ニーズの変化、多様化を適確に捉え、きのこの潜在需要の掘り起こしと新商品開発に取り組み、シェ

アアップを図ってまいります。 
  ②海外事業の積極推進 
   今後も高い経済成長が見込まれる中国でのきのこ事業の展開を加速すると共に、米国への進出、その他海外

での事業展開の検討等海外でのきのこ事業を積極的に推進してまいります。 
  ③新規事業の推進：カット野菜市場の創造と循環型農業団地構想の事業構築 
   雪国まいたけが産み出す独自の商品の魅力・価値を消費者にお伝えすることでカット野菜市場の拡大を図っ

てまいります。また、当社グループは、次世代型農業ビジネスモデルとなる「循環型農業団地構想」の事業

化に向けて、当社グループのノウハウを結集し取り組んでまいります。現在流通しているカット野菜はその

高い生産コストが価格に反映され、お客様の負担となっていますが、「循環型農業団地構想」は、効率的な

野菜の生産を通じて低コスト化を実現するもので、より経済的なカット野菜商品を提供することが可能とな

り、更なるカット野菜市場の創造に繋がるものであります。 
  ④企業力の向上 
   成長戦略を担う人材の育成と環境整備に取り組み、働きがいの有る企業を目指してまいります。 
 
 
 
 



 

 

  【業績目標】 
 
当初計画（平成23年2月17日発表）                      （単位 百万円） 

 2011年3月期 計画 2012年3月期 計画 2013年3月期 計画 

売上高 ２９，０００ ３３，０００ ３９，０００

経常利益 ２，５００ ４，５００ ６，０００

当期純利益 １，５５０ ２，５００ ３，３００

 
 

 
修正計画                                   （単位 百万円） 

 2011年3月期 実績 2012年3月期 計画 2013年3月期 計画 

売上高 ２６，５２０ ３５，０００ ４０，０００

経常利益 ９０６ ２，３００ ４，５００

当期純利益 ７００ １，５５０ ２，９００

 
 
 
 

 
以 上 

 本資料に掲載されている業績予想等は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて算出したも

のであり、実際の業績は今後様々な要因によって異なる可能性があります。 


